
 

※芝１８００ｍ重賞でのＥＺ－ＷＩＮ競馬予想新聞 

評価点数１位馬の成績は・・・ 

勝率５０％ 単回率２１３％／複率６７％ 複回率１０５％ 



【レースの傾向】 

・注目血統 

小倉大賞典と、２月開催の当コースでは 

以下の血統を持つ馬に注目です。 

（良馬場開催限定） 

 

・父か母父がディープ系 

・母父がストームバード系（特注血統） 

・父がキングマンボ系（特にドゥラメンテ） 

・父がロベルト系 

・母父がグレイソヴリン系 

 

 

・前走距離 

圧倒的に短縮ローテ馬が強いレース。 

過去１０年間に良馬場で行われたのは７回。 

その７回の３着以内馬２１頭中１７頭は 

前走が芝２０００ｍ以上に使われていた馬。 

 

・脚質傾向 

良馬場開催の７回で優勝した７頭の内 

５頭は前走で逃げるか先行していた馬でした。 

 



特に今年は逃げ馬不在、先行馬手薄なメンバーで、 

前走を含め近走で前に行った馬に注目です。 

（該当馬には「テン」の印を付けました） 

 

 

【予想見解】 

 

◎１４番ゴールドエクリプス 

「平坦コース＋短縮の１８００ｍで買う馬」 

としてマイ注目馬に登録中。 

 

父：ドゥラメンテ（キングマンボ系） 

母父：ハービンジャー（デインヒル系） 

 

前走の敗因は２２００ｍという距離が長すぎた事。 

（岩田望騎手談） 

 

今回は念願の平坦＋短縮の１８００ｍ。 

ここまで人気するのは意外でしたが、 

マイ注目馬で評価点数１位なら本命です。 

 

 

 



○１５番ホウオウアマゾン 

父：キングカメハメハ（キングマンボ系） 

母父：アグネスタキオン（Ｐサンデー系） 

 

本馬は１４００ｍの馬ですが、 

半妹ギモーヴは１８００ｍの馬。 

要するに、非根幹距離が得意な一家ですな。 

 

距離に融通が利くタイプで、 

３Ｆ（６００ｍ）の距離延長となった 

前走の中山金杯でも、重ハンデを背負いながらも 

粘り通して小差の５着。 

 

今回は短縮での非根幹距離で、 

同じ５８キロなら前走以上の着順が当たり前。 

 

 

★２番カテドラル 

父：ハーツクライ 

母父：デインヒル系 

 

このコースの重賞は３戦して全て連対。 

 



 

▲１１番ロングラン 

父：ヴィクトワールピサ（Ｔサンデー系） 

母父：グレイソヴリン系 

「右回りの１８００ｍで買う馬」として登録中 

 

 

【馬券】 

EZ－WIN推奨馬券 

馬連・３連複４頭ボックス 

３番・１１番・１２番・１４番 

 

くまもん馬券 

馬連 １４－２・３・５・１１・１２・１５ 

 

ワイド４頭ボックス 

２番・５番・１４番・１５番 

 

３連複フォーメーション３３点 

１４－２・３・５・１１・１２・１５－印全頭 


